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１．はじめ                    
 糸川英夫博士は,地球には人類 100 億人を養う資源はないと

し 22 世紀に人類はいないと主張した[14]。その課題に対しての

解決のヒントとして,稿者は,安寧空間創生ｼｽﾃﾑ[1～9]を提唱し

てきた。先行研究について概要を示す。 

① 環境･社会･経済のﾄﾘﾚﾝﾏの緩解[5]；諸悪の根源は,我欲と

依存症に取りつかれた先進国の経済にある。経済は,「経世済

民」の「世を経め民を済う」という本来の意味を喪失した。利益追

求と依存症的欲望の成長のみが肥大化し環境を壊し,社会を歪

ませた。即ち,環境を壊滅的に汚損･破壊して生物の温存を抑

止している。また,社会の格差は,絶望的な限界にある。実体経

済は,本来は触媒の機能でしかない「金銭」を「商品」として売買

し醜く巨大化した怪物になった。環境･社会･経済のﾄﾘﾚﾝﾏの解

決はすでに不可能であるため緩解法とした。即ち,「生物･人類

温存」と「言語･文化温存」の２大戦略である。それらの対策を

「工業化率逓減」と「人口増加率逓減」とした。ｼｽﾃﾑ論としてﾓﾃﾞ

ﾙﾍﾞｰｽを基軸とした知財管理ｼｽﾃﾑを提案した。[9] 

② 世界日本学[6]；国際日本学から世界日本学へ変遷した。 

「世界の日本」から「日本の世界」という意図を持たせた。 

➂  安寧空間創生ｼｽﾃﾑ[7~9]；WBSCS(Well-Being Space-  

 Construction System)は,環境･社会･経済のﾄﾘﾚﾝﾏを緩解する

ための知財（知識･知恵･智謀）を管理･運用･保守する情報ｼｽﾃ

ﾑである。   

④ 而二不二ｼｽﾃﾑ[1]；諸国の永遠法･基本法とされ戦争後の

勝者の過大な罰則が禁じられている。特に国体･主権･憲法･言

語･文化･文明を棄損することを禁じたｳｴｽﾄﾌｧﾘｱ-条約やﾊｰｸﾞ

陸戦ｱ条約がある。日本は,敗戦から７５年経つが,いい加減に自

ら独自の意思で国の自立と自律を計り,普通の国になるべきで

ある。修正主義歴史ではなく,当時の極秘機密文書類が公開さ

れている。今こそ厳然たる「事実」による歴史を顕在化して,隷属

国家の現実の近現代と双対で確定して公示すべきだ。そこで現

実的な従属国家の歴史と新規に公開された事実に基づく歴史

を正規な近現代史と双対（而二不二）で総括する。 

即ち,[國體･主権･憲法･教育･言語･歴史･文化･文明]をディ

ジタル･アーカイブとして纏め上げる,ここで日本は,やっと普通の

国になれる。日米の安全保障問題も解決する。日米の共同連

携で実践する。太平洋の安全保障は,継続することを基本とする

が,地位協定や日本の独自の自立に向けた政策が必要だ。 

以上,日本がﾄﾘﾚﾝﾏ緩解のﾘｰﾀﾞｰとし実践するための前提条

件とすべきである。 

⑤ GMB(Global Model Builder)から WBSCS へ[9]；GMB は,思考

支援･合意形成支援ｼｽﾃﾑ及合意形成支援ｼｽﾃﾑ支援環境を実

現するﾓﾃﾞﾙﾍﾞｰｽとして開発した。多層･多重･多様な複雑な現

実をｼｽﾃﾑ化するのにAPL言語を使用した。流通業や薬業の分

野に応用し,GMB を発展させ WBSCS とした。 

 

 
２．普通の国になる前提として而二不二ﾓﾃﾞﾙ  
① [自虐史観歴史]と[事実準拠歴史]の双対近現代歴史；

人類は,哲学を喪失して科学技術に縋って過度な依存症に陥っ

てしまった。科学技術が哲学を破壊して,人･組織･国を統治･制

御する方法論を阻害してしまった。ﾄﾘﾚﾝﾏの解決はすでに不可

能で哲学,特に人・組織・国が倫理道徳を具備することがﾄﾘﾚﾝﾏ

緩解（ゆるめる）･艦戒（いましめ）の方略とした。 

 日本の先人の良き文化である國体･文明･文化の核である社

会倫理（教育勅語）等を「世界日本学」としそのﾓﾃﾞﾙを考察した。

日米戦争前後の「事実による歴史」から「而二不二ﾓﾃﾞﾙ」を提案

した[1]。フーバー大統領回想録と関連する極秘外交文書の公

開が根拠である。世界にその概念を啓蒙し浸透させる。日本の

文明･文化資産を世界に浸透させることで人類にとって「悪=ﾄﾘﾚ

ﾝﾏ」である癌を除去することが方略だ。ｼｽﾃﾑには WBSCS を適

用する。即ち,「幸福度」を前提にした安寧空間創製ｼｽﾃﾑである

[9]。そのｼｽﾃﾑの実践で人類･生物･言語･文化が温存される可

能性がでる。安寧空間創生の施策実践は,日本のみが可能であ

る。即ち,唯一の被爆国であること,文化･文明･歴史･経済大国で

あることが理由である。 
② 保守思想の重要性；保守とは,現状維持のことではない。立

場として平衡感覚を重視する。「自由・平等・博愛・合理」の悪が

近現代の社会に呪いをかけた。この理想主義は現実の裏づけ

が乏しく、「秩序・格差・競合・情操」の現実が無視されている。

理想を追求しすぎると「放縦・偽善・悪平等・屁理屈」に陥る。必

要なのは、理想を内包する現実であり理想と現実の平衡は、日

本国として規範で「活力・公正・節度・良識」の四幅対である。即

ち,[國體･主権･憲法･教育･言語･歴史･文化･文明]をディジタ

ル･アーカイブとして纏め上げることで普通の国になる。 

 

３．令和ﾓﾃﾞﾙ                     
而二不二ｼｽﾃﾑの重要な概念の具体的なﾓﾃﾞﾙを提唱する。 

国体･主権･憲法･教育･歴史･日本語（言霊）･文明･文化を白井

[40]の国体の構造に加え現実と事実の双対の近現代史にする。

特に日米戦争の実態が従来の歴史の根底から完全に覆る事実

が判明した。フーバー研究所の西鋭夫の研究成果やフーバー

元大統領の回想録で,日本は完全に自衛の戦争をしたことが明

白になった。東京裁判に代わり日本独自で自国の戦争責任を

当時の国際条約を規範として裁判を実施すること。勝者の誤っ

た裁きの事実や自虐思想で日本人を洗脳した米国の在り方を

事実として総轄する。これに対し,保守の立場から元来の日本の

國體から文明・文化までの実態日本の近現代史と双対ﾓﾃﾞﾙとし

て総括し公示する。責任関係には訴求せず双対歴史とする。

「捏造の反日歴史や長き米国従属国歴史」と「実態の歴史」は,

これで是正される。そして,世界の共存と共和のための安寧空間

を世界に定着させる。節目に令和時代前半に総括・公示し、後

半を実践・評価の期間とする。                           †遊工学研究所 川崎市麻生区 Yre00736@nifty.ne.jp 
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４．安寧空間創製ｼｽﾃﾑの各種の手法  
4.1 包括的知財管理･運用ｼｽﾃﾑ 

[1]~[9]等の研究を始めて 20 数年になる。 
GMAIS は,思考支援,集団意思決定支援や合意形成支援の

ｼｽﾃﾑである。知財は,データ･ケース･モデル･シナリオなど,
知識･知恵･智謀を統括的に管理する。ICT 技術の Digital 
Diplomacy や Digital archive は、必須のツールと活用すべき

である。令和ﾓﾃﾞﾙの啓蒙・広報・理解・認識・政策化・実

践・評価・省察による知識や知恵の獲得の過程で利活用さ

れる。 
4.2 令和時代に普通の国になる方略 
実践する方略について述べる。 

① 次世代を担う若者にチャンスと経費資源を渡すこと； 

チマチマ小出しにしないで必須資源を予算化すべきであろう。 

ノーベル賞受賞の老人をなやませることではない。 

② 倫理委道徳教育の保守的観点を織り込む；川崎市登戸で

5/28 に痛ましい事件があり,犯人は,働盛り世代の 50 代だ。

自裁したければ迷惑をかけない手段で自裁すべきだ。手段

はいくらでもある。尊属殺人が頻発を抑制するには松陰

[13]や教育勅語[15-17]の精神を教育すべきである。倫理道

徳や日本人の心・魂を確実に基礎教育でするべきだ。加え

て言霊の日本語もしっかりと教育する必要がある。自然言

語処理が最近の AI 技法で,翻訳も更に精度を挙げられる。

数億円で実用的で多言語と日本語の翻訳機能は実現する。 
➂ 令和ﾓﾃﾞﾙの開発順;日本が普通の国になるのは,ここまで堕

落してしまうと至難の業であろうが,一世代前の立派で勇猛な先

人の遺産を広く継承しで頑張るべきである。憲法のうち,天皇制

と主権を確立させただけの仮憲法でよい。日米戦争での英霊で

まだ,靖国神社に祀られていない英霊が１１５万柱もいる。戦場

で食料と戦争資源が枯渇した状況下での闘争は想像を絶する。

当時と現政治家や官僚の不作為の罪を思うと胸が痛む。 

日本国憲法は,お蔵入りにする。保守的な日本国が策定でき

たら新憲法を制定するだけで良い。重要なのは國體だ。 

④ 慣習法の採用；慣習法の適用期間は,欽定憲法と GHQ 憲

法のうち,天皇と主権の確立だけの仮憲法でよい。慣習法による

だけの知識･知恵は現在でも十分な蓄積がある。「群書類従」な

ども参考となろう。急な改革は,必ず破綻する。あくまで先人の良

い遺産を慎重に選び採用することが最重要である。爺婆人口急

増と次世代の人口減に対しては,道州制と行政機関の制度的で

物理的な統合化が必要である。大災害に耐えうる環境,街･町に

安寧空間を創設する。さらに不必要な移民は絶対に受け入れる

べきではない。ヨーロッパ諸国が過去の植民地政策の贖罪とし

て多くの移民を受け入れて多くの課題に苦悩している。 

4.3  國體･主権･憲法･教育･歴史･日本語･文化･文明を一式 

① 國體；平成の３０年間でこの課題は,日本人の精神構造が溶

融して更に困難な仕事になった。日本国の元首は,象徴天皇の

時代でも継承している[40]。戦後のＧＨＱも「国体護持」を唯一

の条件として敗戦を受け入れたのだ。「戦後の国体」は,天皇制

というピラミッドの頂点にアメリカが鎮座している。日本国では、

天皇と日本人は一体で,ＧＨＱ憲法でも天皇は,日本国の元首だ。 

② 憲法；國體や主権と並行的に基本構想を 2 年で確立するこ

とが重要である。WGIP(War Guilt Information Program)の存在を

理解し,それが東京裁判,自虐史観,憲法 9 条,ﾌﾟﾚｽｺｰﾄﾞの 4 本

柱からなり,戦争に負けた日本人に「日本は悪い国だ」と贖罪を

植え付けられた。洗脳されたこれらを払拭することが前提である。 

西部[31]は,経済･社会･政治･文化の 4 分野の重要な１０８の

概念を品質的な内容でまとめている。正しく理解してから討議･

確定をすべきである。大和魂（神）は,日本と我々日本人の生身

の人体に宿っていることを確信しよう。 

 

５．結言 
 日本が,普通の国になるということは,吉田松陰・三島由紀夫・

小室直樹･西部邁などに共通する思想(大和魂)である。即

ち,GHQ 憲法による米国従属から自立と自律することに対する

熱い思いである。「双対・日本近現代史」を令和時代に確立する

ことが人類存続の大前提であり,また必須条件である。今,世界

が諸相で混沌・混迷・混濁した状態であり,人類の存亡が懸かっ

た時期でもあり日本が諸悪のﾄﾘﾚﾝﾏを緩解・艦戒すべきである。  

令和時代の次の節目には,目的が達成され,世界から信頼さ

れ,尊敬される国･国民となる。今,日本が,世界を安寧空間の次

世紀にすべきで時期である。 
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